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することのできる温度感覚といった人言 と比較して限られた感覚器官 しか もたない。 しかも、










おいて、人間は世界 に開かれており(世 界解放性)、 自由に創造的に生 きることが可能 とな
る。ユクスキュルを出発点に人間学の基本的な文献を読んでい く。
■臨床教育学基礎演習II(齋 藤直子)
題 目:デ ューイと 「生 き方 としての民主主義」
内 容:20世 紀アメリカの哲学者 ジョン・デューイは、「哲学」を 「教育の一般倫理」と定
義 し 「教育 としての哲学」 という見方を提示 した。 これは、哲学が人間の諸問題の解決のた
めにあり、理論が実践 と相互交流する中で両者が同時に改訂され続けるという 「実践哲学」
および、民主主義が人々の日々の生活の中で思考と対話を通 じて生き方 として実現されてゆ
くという 「生き方 としての民主主義」の思想 と不可分である。本演習では、デューイのテキ
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ス トに対 して、参加者ひとりひとりが、各人の教育に対す る問題意識や経験に基づき、対話
的かつ批判的に取 り組みディスカッションすることを通 じて、デューイの 「生き方としての
民主主義」の思想と言語の今日的意義を語り直し、再発見 してゆくことを目指す。特に、デュー
イによる国家間の 「相互理解」の思想や、差異から学び合 う 「友情」に根ざした異文化間対
話の思想を、市民性の教育 との関連から批判的に再考する。
評 価:出 席、発表、および、 レポー トに基づく。
■臨床教育学講読演習1(齋 藤直子)
題 目:大 人の教育 としての哲学
内 容:「 教育」を問 う視点と問い方を転換 し 「哲学」で語 られる言葉の役割を問い直すこ
とによって 「大人の教育としての哲学」を提唱するアメリカの哲学者スタンリー ・カベル
(Stanley Cave11)の 著作および関連文献の講読を行う。 これを通 じて 「実践哲学」 として
のアメリカ哲学の現代的意義および、臨床教育学における教育人間学的アプローチのひとつ
の可能性を提示することを目指す。カベルの著作 『センス ・オブ ・ウォールデ ン』、 ソロー





評 価:出 席、発表、 レポー トに基づ く。
その他の注意事項:原 則 として通年履修。テキス トを事前に入手。
■臨床教育学講読演習II(齋 藤直子)
題 目:大 人の教育 としての哲学
内 容:前 期に引き続いて、アメリカの哲学者スタンリー ・カベル(Stanley Cavell)の 著
作および関連文献の講読を行う。
その他の注意事項:原 則 として通年履修。テキス トを事前に入手。
■身体教育学(矢 野智司)
 鬼ごっこに没頭する子ども、昆虫採集に夢中になる子ども、人形を大切に抱える子ども……。
「遊ぶ子 ども」 という在 り方の不思議 さの解明が、本授業の中心テーマである。ここでいう
「子ども」 とは、普通理解 されているように、年齢で区分された人生段階上の一段階のこと
ではなく、人間存在のある様態を指す言葉なのである。この 「子 ども」 という在 り方を、最
も明瞭に特徴づけている事象は 「遊び」である。この 「遊び」 というありふれた事象のうち
に、「子ども」に特有の世界と交流する模倣の力や生命に触れる生の秘密があるのだ。そ し
て、遊ぶことによって子 ども特有のコスモロジーを創作す ることができる。 しか し、 この

















テキス ト:矢 野智司 『意味が躍動する生とは何か一遊ぶ子 どもの人間学』世織書房
■臨床教育学専門ゼ ミナール1(齋 藤直子 ・矢野智司)






した趨勢に抵抗 しうる思考の自律性と批判力を保持 しつつ、なおかつ 「実践」に語 りかける
言葉を差 し出す必要性に迫 られているのではなかろうか。 この要請は、臨床教育学において
論文を書 くという行為の中で 「教育的意義をいかに論ずるか」という問いとも密接に絡んで
いる。本演習では、この問いに対する答えを各人が卒論執筆の過程で見いだ してゆく上での
手がか りとして、「実践哲学」としてのアメ リカ哲学(デ ューイなどを含む)の 文献やイギ
リスのJournal of Philosophy of Education、 アメリカのEducational Theoryな ど、英米
の教育哲学の学術論文を英語で講読する。
評 価:出 席、発表、 レt一 トに基づく。
注意事項:本 授業は卒業論文の指導 もかねているので、本講座で卒業論文を書 く予定の学生
は必ず受講するように。
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凹臨床教育学専門ゼ ミナールII(矢 野智司 ・齋藤直子)













いしてもつ愛の在 り方を示す ものと考えられてきた。 しかし、1970年 代 になって、このよ
うな教育愛 とはつまるところ大人による子どもへの精神的肉体的暴力を隠蔽するためのもの
にすぎないのではないかという批判が、旧西 ドイツなどを中心に展開され、そのため教育学
でも論 じられることが少なくなった。また ヒューマニズムの衰退は、「愛」 という言葉の力
を衰退させることにな り、教育に限らず看護や社会福祉にいたる人間のサーヴィス(ケ アリ
ング)に 関わる全領域で忘れさせられようとしている。確かに教育愛の もとに暴力がまかり




■臨床教育学演習H(矢 野智司 ・皆藤章 ・大山泰宏)
 「臨床知における愛の臨床教育学」




床知という視点から、教育愛 ・ケアリング ・感情労働 ・エロスなどの概念にまで対象を広げ、
かつ教育に限定せず心理臨床や看護や福祉での議論も踏まえ、広 く臨床知の課題として考察
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を深め る。
■学校臨床学演習(矢 野智 司 ・皆藤章 ・桑原知子)
 本演習の受講 にあたっては、守秘義務な どの倫理規定の遵守を必要 とするため、受講希望
者 はあ らか じめ担当教官(皆 藤章)の 了承を得な けれ ばな らない。
 基本 的 に、受講者 が報告す る 「事例」を もとに進めてい く 「事例 研究」 のスタイル で行 う。
ここで言 う 「事例研 究」 とは、臨床心理学が伝統的 に行 ってきたスタイルをかな らず しも意
味 しな い。本演習 で は、 「日常 に人 間の営み」 を照射す る臨床教育学 の立場 か ら、学校現場
で生 じてい るさま ざまな事態その ものが 「事例」であ るとい う認識似 た って、学校現場 にお
ける生徒 と個 々のや りと りか ら、広 く学校 という人間集 団が抱 える場 の機能 に到 るまで、裾
野を広 くとって実践 的な議論を行 っていきたい。い わば、「学校」 がひ とつ の 「事例 」で あ
るとい うことができ る。
 受講者 は全員、上 に述べた意味 での 「事例」を提供 でき ることが必要 である。
層臨床教育学課題 演習1(藤 川信夫:大 阪大学助 教授)
 この課題演習 で は、 ドイツの教育哲学者D.レ ンツ ェンの1991年 の著書rフ ィク シ ョン
としての病』 をテキ ス トと して、20世 紀末に新たに誕生 したい くつ かの医療 部 門あるい は
それに関わる言説 の文化 的含意(教 育学的含意を含 む)に つ いて考察 し、討 論を行 う。
 具体 的には、 このテキス トの章立てに即 して、以下 の医療部門な い し医療言説 を取 りあ げ
る。
 (1)周 産期 医療、(2)顎 整形 外科(歯 列矯正)、(3)エ イ ズ言説、(4)体 外受精 、
(5)ア ンチ ・コ レステロール ・キ ャンペー ン、(6)人 工妊娠 中絶、(7)死 の援助。
 そこか ら、 これ らの部 門あるいはこれに関わる言説 の、社会的含意、人間学的含意、宗 教
的含意 につ いて考察す る。演習では、受講者 に各章を割 り当て、 レジュメを作成 して もらい、
これ を もとに討論 を行 う。評価 は、演習への参加 の度合 いと、学期末の レポー トを もとに行
う。
テキス ト:Dieter Lenzen:Krankheit als Erfindung、 Medizinische Eingriff in die Kultur.
Frankfurta am Main,1991.な お演習 では、 担当者 による邦訳 テ キス トを主 と して用 い、
必要箇所はその都度配布す る。
■臨床教育人 間学特論II(高 橋哲哉:東 京大学教授)
 テーマ 「宗教、国家、教育」(Religion, Nation and Education)
 デ リダの 「脱構築」やベ ンヤ ミンの 「暴力批判論」 な どの批判 的思考 は、現代 日本 におい
て、 人間、宗 教、 国家、そ して教育 の関わ りを考え るために どのよ うな意味 を もつのか。
 本講義では、上記 のような哲学 ・思想の遺産を生 か しつつ、現代 日本 における1宗 教 と国
家 皿教育 と国家の問題を、歴史 的かつ理論 的な観 点か ら論 じてみたい。教育 とナシ ョナ リ
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ズム、靖国思想と日本の宗教、思想 ・良心 ・信教の自由と教育といった論点について、歴史
と現状を踏まえて原理的 ・哲学的に考察 してゆく。講義と討論を織 り交ぜながら、これらの
問題について各自の判断を練 り上げていくことを目標とする。













 面というポイントから再検討 し、 これからの介入や予防に活用する。
④ 「悪魔の生態学的設計主義」を、さまざまな民族紛争のケースに適用する可能性をさぐ
 る。
⑤ 移動の活性化によって 「日本的経営」と呼ばれる心理社会的な構造が激変 したとされて
 いる社会現象について、利害 と 「文化と称される様式」 との接合モデルを組んで分析 して
 みる。「文化」 と呼ばれているものが、どのように利害構造 と接合 して存立するかについ
 て有望な理論が成立するかもしれない。
⑥ 中長期的改革案を実現するための、移行プロセスや政治的プロセス。








ク ・バイオレンス」(畠 中宗一編 『自立と甘えの社会学』第5章)(世 界思想社)。「ウィニコッ
ト」(「現代のエスプリ」420号)
